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問 1 笠間市の特別観光大使である

キャラクターは何でしょう。

① 笠間のくり吉 ② 笠間のいな吉

③ 笠間のもも吉 ④ 笠間のかさ吉

問２ 笠間焼を始めた人は誰でしょう。
① 板谷波山（いたや はざん）
② 横山大観（よこやま たいかん）
③ 木村武山（きむら ぶざん）
④ 久野半右衛門(くの はんえもん）

今年度で３年目となる
「笠間おてもなしキッズ」
が、笠間稲荷神社門前通り
周辺をメインに取材し、「笠
間のおもてなしカード」を
作成しました。
そして、菊まつりに訪れ

た観光客に作成したカード
を渡しながら、笠間のよい
ところをたくさん紹介しま
した。また、外国の観光客の
方には、英語でのおもてな
しをしました。

裏面につづく

６年 須藤 美音さん
おもてなしキッズでは、

笠間稲荷神社の仕組みや私
たちが知らなかった神社の
秘密がわかり、びっくりし
ました。
私は、英語での紹介にチ

ャレンジしました。楽しく
自分の自信になる講座なの
で、ぜひみなさんも参加し
てみてください！

観光客の方の感想
Jacob さん

おもてなしキッズのみなさ
ん、笠間のことについて、上手
に説明してくれました。手作り
のカードを見て、みなさんの頑
張りがよく伝わりました。
紹介されたおすすめのカフ

ェに行ったら、美味しい季節の
食べ物が食べられました。
また笠間を観光したいで

す！Thank you!

６年 中林 佳歩さん
講師の先生から、「あいさ

つは、すべてが始まる魔法
の言葉」と教えてもらいま
した。私はおもてなしキッ
ズに参加して、今まで以上
にあいさつを心がけるよう
になりました。
また、稲荷神社の特徴や

歴史などがわかり、さらに
笠間が好きになりました。
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問１ ② 笠間のいな吉

答

え

問２ ④ 久野半右衛門(くの はんえもん）

久野半右衛門が、近江信楽（しがらき）の長
右衛門（ちょうえもん）を招いて陶器を焼いた
のが起こりとされています。

過去のつなぐ

通信はこちら

からどうぞ→

今年度 4月より「笠間の民
話のを語る会」を立ち上げ、
２２名が 2か月に１回集ま
り、研修を行っています。
また、要請があれば、笠間

市のイベントなどで笠間に伝
わる民話を伝承しています。
笠間には「カッパのはな

し」「大蛇のはなし」など、
たくさんの民話が伝わってい
ます。

かさまのいな吉は、好きなものは、いな
り寿司、地酒、笠間焼、お祭り。特技は、
いなり寿司のレシピ研究、みんなを笑顔に
するおまじないです。

メールアドレス

何かご意見等
あれば、右の QR
コードよりご連絡
ください。

笠間の民話を語る会 根本会長
「むかし、むかし、あるところに、、」と語り継がれる民話

は、「地域の物語・地域の文化財」だと思います。特に笠間の
民話には、生きる知恵、優しさ、人として守るべきこと等、
先人の思いがたくさんつまっています。
昨年度はコロナ禍のために学校での民話の語りが中止とな

りました。今後は、笠間志学、郷土学習の中で、学校での支
援にお役に立ちたいと存じます。何より子どもたちの笑顔に
会いたいという熱い思いをもって望んでいきます。

12/2 研修会の様子

「菊祭り」観光客の方に民話の語りを披露

会場 かさま歴史交流館井筒屋

むかし、住吉にはやくから桃を作っていたおじいさんがいました。おじいさんの桃がみのっ
てくると、どこからともなくこどもたちが集まってきました。
おじいさんは、「桃とっちゃあ、なんねえぞ―。」と、こわ―い顔でこどもたちをにらみつけ

ます。「桃が食いてえなぁ。」 「桃、うめえべなぁ。」こどもたちは、桃が食べたくて食べた
くてしょうがなかったそうです。
ある日、こどもたちはおじいさんのいないあいだに、とうとうおじいさんの大切にしている

桃の実をとってしまいました。
そのときでした。くすぬき池にすんでいる大蛇があらわれて、こどもたちを追いかけてきた

のです。子どもたちはびっくりして、夢中で逃げたそうです。その大蛇のおそろしさといった
らありません。かま首をもたげ、火のようなベロを出しながら、すごいはやさで追いかけてき
ます。こどもたちはおそろしくて、顔はまっさお、声も出なかったそうです。
「こどもたちを追いかけてきたその大蛇はなぁ。今度は随分附の東池に住んでいるんだと。

人のものを盗んではなんねえんだぞ。」
このおはなしは、随分附のおじいさんが、こどものころにきかされたおはなしでした。


